
学習日：　　月　　　日

2018年度　函館ラ・サール中学【算数】大問３
下の図のような直線上を、秒速３ｃｍの速さで動く点Ｐと、秒速２ｃｍの速さで動く点Ｑがあります。

点ＰがＡからＦに向かって出発するのと同時に、点ＱはＢからＦに向かって出発します。
ＰがＢに来たときＱはＣに着き、ＰがＣに来たときＱはＤに着き、
さらにＰがＤに来たときＱはＥに着き、その後はＰもＱも同時にＦに着くものとします。

（１）
ＤＦの長さは、ＥＦの長さの何倍ですか。

（２）
点ＱがＤからＥまで行くのに４秒かかりました。ＥＦの長さは何ｃｍですか。

（３）
（２）のとき、点ＰがＡからＦまで行くのに何秒かかりますか。
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